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今後「看護師の実施が可能Jという割合 :中
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『現在Jと『今後Jに関する回答状況(看饉師の回答)
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。1:【現在ttついて】すべての回答のうち.①「こ
の医行為lt案鮨されていないJを選択した回答を
除いた上で、②「●ll鰤が実鮨しているJを選択
した回書の割合 ‐

●2:`今後について】すべての回害のうち、0
「■饉師の実施が可能:●饉鰤二般JO「看饉鰤
の実施が可能:特定書饉師〈傾称)Jのどちらかを

′選択した甲書の割合(ただし、【現在について】で
(つ「この医行為は実施されていないJを選択し回
答者は、今後については回答していない)

番号 医療処置項目
医 鯖 ■■饉
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12誘導心電図検査の実施の決定

術後下肢動脈ドップラー検査の実施の決定     |
経腹部的膀勝超音波検査(残尿潤定目的)の実施の決定

感染症検査(インフルエンザ・ノロウィルス等)の実施の決定

ACπ活性化凝固時間)の痛定実施の決定
トリブージのための検体検査の実施の決定
徹生物学検査実施の決定
手術前検査の実施の決定

単純 X線撮影の実施の決定

治療効果判定のための検体検査の実施の決定

真菌検査の実施の決定 ´
薬剤感受性検査実施の決定
スパイロメトリーの実施の決定
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現在Jと『今後」に関する回答状況(看饉師の回答)
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。1`現在について】すべての回答のうち、̀
ll「

こ
の医行為は実施されていないJを選択した回答を
除いた上で。②『看饉鰤が実施しているJを選択
した回答の31合

Ⅲ2:【 今後にっいて】すべての回答のうち、61
「,饉鰤の実
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が可能1●饉飾一般J⑥ r■ 31師
の実施が可能:|1定書饉師(銀称)Jのどちらかを
選択した回答の割合(ただし、【現在につぃて,で

('「このE行為は実施されていない」を選択し回
答者は、今後については回答していない)

番号 医療処置項目
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血流評価検査(AB1/PWV/SP,)検 査の実施の決定
味下造影の実施の決定
CT、 MRI検査の実施の決定   |     :
骨密度検査の実施の決定
下肢典管超音波検査の実施の決定
腹部超音波検査の実施の決定
疇下内視鏡検査の実施の決定
心臓超音波検査の実施の決定
表在超音波検査の実施の決定
直腸内圧測定。肛門内圧測定実施の決定
膀勝内圧測定実施の決定
頸動脈超音波検査の実施の決定
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『現在Jとr今後Jに関する回答状況(看饉師の回答)
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今後「看護師の実施が可能」という割合t*P,

●1::現在につぃて】すべての回害のうち、0「こ
の医行ムは実施きれていないJを選択した回害を
除いた上で、②「■饉飾が実施しているJを選択
した回書の割合

■2:`今後について,す べての回答のうち、15J

r看 |1師の実施が可能:●饉鰤一般/61『■饉鰤
の実施が可能:11定看饉鰤(侵称)Jのどちらかを
選択した回書の薔合(ただし、【現在について】で
(tirこ の医術為は実施されていないJを選択し回
答者は,今後については画書してぃない)

ンからの採血
12誘導心電図検査の実施   ′
感染症検査 (インフルエンザ・ノロウィルス等)の実施

動脈ラインの抜去・圧迫止血
用検査時の造影剤の投与

視鏡検査の実施
(残尿測定目的)の実施

(AB1/PWV/SPP)検 査の実施
,肛門内圧測定の実施

接動脈穿刺による採血
臓内圧測定の実施
時の動脈穿刺.カテーテル挿入・抜去の一部実施

の実施



■検査 (実施の評価 )
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現
在
「看
護
師
が
実
施
し
て
い
る
」と
い
う
回
答
の
割
合
↑
↓

0

__Cト _´__O_89
2協   3“  407.  野   607.  |●7.  1嘔   り餞   :tV.

今後「看饉師の実施が可能Jという割合(*"

「現在Jと『今後Jに関する回答状況(看饉師の回答)
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Ⅲl::現在について】すべての回答のうち、中「こ
の日行為は実施されていないJを選択した口答を
除いた上で、②「看饉師が実施しているJを選択
した口答の割合

●2:【 今後について】す
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`51「看饉鰤の実施が可能:看3E師―餃JOr● |1師

の実施が可能:11定書EE師 (債称)Jのどちらかを
選択した回答の|1合 (ただし、【現在について】で
の「この医行為は実施されていないJを選択し回
答者は、今後については回答していない)
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番号 医療処置項目
医師 看饉饉

■ お 会 f3 会 静

眼底検査の結果の評価
感染症検査 (インフルエンザ・ノロウィルス等)の結果の評価
12誘導心電図検査の結果の評価
トリアージのための検体検査結果の繹価
治療効果判定のための検体検査結果の評価

|

単純 X線撮影の画像評価
真菌検査の結果の評価
骨密度検査の結果の評価
OT、 MR:検査の画像評価
血流lT価検査(AB1/PWV/SPP)検 査の結果の押価
心臓超音波検査の結果のIT価
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Ⅲl:`現在について,すべての回審のうち、0『こ
の医行為け実施されていないJを選択した回書を
除いた上で、12「`■饉鰤が案施しているJを選択
した回害の割合
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選択した口管の割合(ただし,:現在itついそ】で
Orこの医行為は実施さⅢていないJを遭択し回
答者は、今後については口答していない)
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挿管チュープの位置調節(深さの調整)

人工呼吸管理下の餞静管理
人工呼吸器モードの設定・変更の判断・突        .
経口・経鼻挿管チュ

=プ
の抜管

気管カニューレの選択・交換
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「現在1と『今後Jに関する回答状況 (看饉師の回答 )
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現在について,すべての回答のうち、(lfこ
の医行為は実施されていないJを選択した回答を
除いた上で,t21r■ 8菫師が賽施している」を選択
した回答の割合

Ⅲ2(【 今後について】すべての回答のうち、(5,

「■饉饉の実施が可能:薔饉鮮―餃J16)「■饉師

8驚 堀 酬 譜 潔 11駐 1雪3等
0「 このE行為は実施されていないJを選択し回
答者は、今後についでは回答しそいない).Q♪ k:° t、 |

今後「看護師の実施が可能Jという割合 は
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９８
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３３
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‐００
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尿・留置カテーテルの挿入の実施
洗浄。消毒           .

・留置カテーテルの挿入及び抜去の決定
処置 (ニッパー、ワイヤーを用いた処置)

。鶏眼処置 (コーンカッター等用いた処置)

ごレーン低圧持続吸引中の吸引圧の設定・変更
CT'MRI検査時の鎮静の実施
陰圧閉鎖療法の実施

管。EE管チュープの管理 :洗浄
療の壊死組織のデプリードマン
一時的ペースメ

=カ
ー」の操作。管理

末梢静脈挿入式静脈カテーテル(PICC)挿 入
中心静脈カテーテル抜去

ドレーン抜去(腹腔穿刺後の抜針含む)

小児のCT・ MRI検査時の慎静実施の決定
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『現在Jと『今後Jに関する回答状況(看饉師の回答)
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今後「看概師の実施が可能Jという割合 t中

“
)

Ⅲl:【現在について,すべての回書のうち、Orこ
の日行為は実施されていないJを選択した0答を
除いた上で、(秒『脅燎婦が突施しているJを選択
した回答の

“

合

,2:【 今後について,す べてあ回答のうち、(0
「■餞飾の実施が可能:■讀飾一般J16J「看饉師
の実施が可能:|1定書饉師(傾称)Jのどちらかを
選択した回害の割合(ただし、【現在について1で
llj「この医行為は実施されていないJを選択し回
害者は、今後については回答していない)

番号 医療処置項目
医 師 看 EI饉
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８８

７９

７７

９‐

８４

７。

７６

９９

７３

７５

０５

００

０１

３‐

８７

９６

Ｍ

体表面創の抜糸・抜鉤
胸腔ドレニン抜去        、
動脈ライン確保
医療用ホッチキスの使用(手術室外で)

創部ドレーン抜去
膵管・胆管チュープの入れ替え
電気凝固メスによる止血(欄療部)

非感染創の性合:皮下組織から筋層まで(手術室外で)

小児の臓カテ:臓動脈の輸液路確保
皮下臓癌の切聞・排臓 :皮下組織まで
表創 (非感染創)の縫合:皮下組織まで(手術室外で)

腹腔穿刺(一時的なカテーテル留置を含む)

心嚢ドレーン抜去
関節穿東1

中rb静脈カテニテル挿入      t
胸腔穿刺  ´

大動脈バルーンバンピングチュ‐プの抜
r_餞ぬ パ _フ ι_翡_iハ 捨=

剛
酬
憫
喘
咄
囲
ｍ
鵬
出
出
麟
椰
剛
剛
酬
咄
喘
嶼

67.43

4101
4203
47.5,

54.4馴

!8.61

39.3"

20.6鴨

27.311

34.8"

375%
13.81

35101

15.21

12.21

100%
21.0■

酬
酬
蝸
咄
剛
酬
醐
咄
曲
略
咄
略
酬
０・３％嘲
０・‥％醐

5001
:941

28.7留

30,711

33.0%

42%
31.5%

14.31

801:

32.7%

27.1%

5.5%

:1.2%

6.4ヽ

6:1%

3:5%

6.9%

？
′



■日常生活関係

O

叫

嚇

醜

錫

飢

麟

研

瘍

飢

飢

現
在
「看
護
師
が
実
施
し
て
い
る
」と
い
う
回
答
の
割
合
↑
↓

O

0

嘔

晰

雄

ｍ

”

α

鵬

ル

幌

現
在
「看
霞
師
が
実
施
し
て
い
る
」と
い
う
回
答
の
割
合
■
■

「現在」と「今後」に関する回答状況(医師の回答)

60

:gF
今後「看饉師の実施が可能Jという割合 (=“

「現在Jと「今後Jに関する回答状況 (看饉師の回答)

0

O 
°

C

二 _。2qぽ
"  :錫

  2Ⅲ   31D. 1011  筋   叫   7‐ .  IⅢ   9u.

今後「看護師の実施が可能jという割合 い|)

Ⅲl:【現在について,すべての回答のうち、●rこ

の医行為は実施されていない」を選択した回答を
除いた上で、121r■ 81“が奥艤している」を選択
した回答の割合

■2:`今後について,すべての回答のうち、てい
ri饉師の実施が可能:肴饉師一般JOr● EE師
の実施が可能:1,定●饉饉(傾称)Jのどちらかを
選択した回答の自合(た だし、:現在について,で

馨憲霞T野ユ籠電薇讐は告碁じ辮
択し回

番号 医療処置項目
医 饉 看 l■督

10壽 今 饉 10お な
``‐６

Ｈ

‐４

‐５

００

０７

０４

０５

‐３

００

‐０

‐２

拘束の開始と解除の判断
経管栄養用の円管の挿入t入れ替え
安静度・活動や清潔の範囲の決定
隔離の開始と解除の判断        |

雑禽ξ謬,お薔嘉望:搬蹴響更
,

飲水の開始,中止の決定
食事の鶴始。中止の決定
膀脱ろうカテーテルの交換
小児の経日電解賞液の開始と濃度、量の決定
胃ろう、腸ろうのチュープ抜去
胃ろうチュ‐プロボタンの交換
饉 ス ら∩ 管 理 手 句_づ ハ ■翡 彗 姜

41.鶴

230]
23.41

22.7]

15.41

:4.41

:221

H ll
8.:%

7.01

5.9%

531

8:171

7:.21

75.6"

71.71

67.99

660%

6261
0021

5981
56.0%

62.21

57.:1

59.51

35.3Ч

27.7り 1

25.0貿

:6.21

:l.8"

:8211

17.31

4.31

4.01

2.9%

27%

83.0%

69!||

77.41

60.8"

68.61

60,0■

60 3al

66.81

33.9ヽ

46103

431611

3781

18



■手術

0

螂

昴

ル

麟

”

Ｇ

窮

訪

醐

現
在
「〓
護
師
が
実
施
し
て
い
る
」と
い
う
回
答
の
割
合
↑
↓

蝦

駆

妨

幌

勧

観

“

郷

餞

現
在
「看
餞
師
が
実
施
じ
て
い
る
」と
い
う
回
答
の
割
合
↑
↓

「現在Jと「今後Jに関する回答状況(医師の回答)

0

9  。
Oo

_6o_:o_10o.:■ _,o二
=

10%  217.  3073  407.  507●   m眺   7011  oo`  907.  1∝ 眺

今後「看護師の実施が可能」という割合 (■ つ

「現在Jと「今後Jに関する回答状況 (看饉師の回答)

Oo∂ ,O OT I  、  .、
107・  秘   3研   407.  SOI1  607●   ′07.  |“

今後「看饉師の実施が可能」という割合
`*り

Ⅲl:【現在について,すべての回答のうち.(1,「 こ
の暉行為は奥施されていないJを選択した回答を
除いた上で、(21「 書饉饉が案籠しているJを選択
した回告の

“

合

●2:【 今後について】すべての回書のうちt⑤
r看饉

“

の実施が可能:●饉節―餃JO『看饉師
の実施が可能,11定●饉繹(傾称)Jのどちらかを
選択した回答の割合(ただし、【現在について】で
①『この医行為は実鮨されていないJを選択し回
答者は、今後にっいては回答していない)

0

ど
°

|。
CpO

番号 医療処置項目
医 饉 薔 E●饉

暉 寝 合 彗 E●舞 会 饉

‐２６
囲
‐２７
，３０
‐２‐
　
‐２８
　
‐２６
‐‐８
　
‐２３
口
‐‐９
，２０
‐２２
一

曜霧摯ぞ
=王

3雛鉢位」肖勘
1手術時の臓器や手術器機の把持及び保持(気管切開等の小手術助手)

手術サマリーの作成
麻酔の補足説明 :″麻酔医による患者とのリスク共有も含む説明"

を補足する時間をかけた説明
手術の補足説明:1術者による患者とのリスク共有も含む説明"を

補足する時間をかけた脱明

認 雰解露稲 霧雲響蠍 躙 臨 蹄 磯搬
手

濃度、輸液量等の調整)     .
硬膜外チュ…プの拡去
全身麻酔の導入
麻酔の覚醒
局所麻取 硬膜外・腰椎)

神経プロック                    ′
中 由

=需
ハ 由 議 ′注 齢  ヽ   |

御
回
剛
囲
椰
　
嘲
　
咄
湘
　
喘
０・０％咄
咄
咄
”

72:%
680%
74.91・

40.0%

60.2■

648%

64:“

32.81

54.4%|

劉

劉

臓
咄

矧
爛

酬

287%
:4.5%

:3.61

0.71

123%

翻
翻
硼
翻
翻
　
釧
　
側
嘲
3801
9■%

i3.0%

59■

4.51

ａ
Ｖ



■緊急時対応

θ

0

0   0
0

叫

慨

鰯

ル

螺

螺

研

”

秘

餌

現
在
「看
護
師
が
実
施
し
て
い
る
」と
い
う
回
答
の
割
合
↑
↓

Ｏ
Ｏ

0

鰯

蛎

饉

筋

Ｇ

駆

観

脱

出

叫

“

現
在
「看
護
師
が
実
施
し
て
い
る
」と
い
う
回
答
の
割
合
↑
↓

『現在Jと「今後Jに関する回答状況(医師の回答)

0
0==__

今後「看雄師の実施が可能Jという割合 い
"

「現在Jと『今後Jに関する回答状況 (看饉師の回答)

|

|__8_

。90
0

tp・  :Ⅲ  207. 3餞  447●  勁  飢  肌  8" 90. loO● .

今後『看艘師の実施が可能Jという割合 1*"

,1:【 現在について】すべての回答のうち、llD「こ
の日行為は実施されていないJを選択した回答を
除いた上で、②「看31鰤が実施しているJを選択
した回答の割合

,2:【 今後について】すべての回答のうち、(51

「看饉師の実施が可能:看饉飾一般10r■ ll飾
の実施が可能:特定■31師 (傾称)Jのどちらかを
選択した回答の31合 (た だし、【現在にういて,で

'シ
「この医行為は実施されていない1を選択し回
害者は、今後については回答していない)

ｎ
ｕ

●
ι

番号 医療処置項目
盤 饂 ■饉鰤

I●奉 今 静 l●海 合 静

低血糖時のブドウ精投与
末梢血管静脈ルートの確保と輸液剤の投与
心肺停止患者への気道確保、マスク換気
心肺停止患者への電気的除細動実施
血糖値に応じたインスリン投与量の判断
血液透析・CHDFの操作、管理
脱水の判断と補正(点滴)

鋤 畳 腱 ハ 綸 法 腋 饉 4E日
“

ハ・●.饉 ‐ 枷 ′′:、 :日 ヽ

協

躙

勧

働

幼

綺

勧

¨

６６

０３

“

‐０

‐７

‐２

５

１

・
２

・
６

●

０

・
７

・
９

■

ｏ

９４

９２

８４

８‐

“

６２

５０

ｍ

81.21

77.1%

66.0%

200%
222%
17.9%

l:0%

1

80.5引

70.41

619ヽ

54.11

597%



■予防医療

螺

研

じ
ヽ

鰯

野

研

鰯

泌

現
在
「看
護
師
が
実
施
し
て
い
る
」と
回
答
の
割
合
↑
↓

「現在Jと『今後Jに関する回答状況(医師め回答)

0

θ  O

0

0

醜

爾

妨

働

嚇

競

競

海

嘔

現
在
「看
護
師
が
実
施
し
て
い
る
」と
い
う
回
答
の
割
合
↑
↓

●7.  147.  ,餞   IP.  407●   507●  607●   707.  ●

“

  901.  1叫

今後「■諄師の実施が可能Jという旬合 1■ 2)

「現在Jと「今後Jに目する回答状況 (看護師の回答 )

0

_: ,。 3_9_… ._._ 、
:“   ″誂   μ   407.  5011  ●●7.  |●.  |●.  蟻   :tw.

今後「看饉師の実施が可能Jという割合 (澪

"

8魔ti:憮混出忠認践尉鍍
した回答の31合

Ⅲ2::今後について,す

^て
の口書のうち、⑤

「脅饉師の実施が可確:●菫繹―崚」⑥r書饉師
の奥籠が可能:特定●||● (仮称)Jのどちらかを

お割甜躍錐為1憲ま麗配遍
筆者は、今後については回答していない)

０
こ

番号 医療処置項目
医 饉 看 EE●

現 在 奇 静 轟 な 今 饉

４０

４‐

４４

３０

４２

“

“

予防接種の実施
特定健診などの健康診査の実施
大腸がん検診:便潜血オ=ダ (一次スクリーニング)

予防接種の実施判断

貫票ガ鶴1青鰺1選鬱路2姫雰ゝ:奎

"子

千ン鉤、検ク‖果取
帥 十 鱚 バス

`綸
診・畿 総 .pミ ▲十一 イ r_力 2初 1_■ ル″ ヽ

側
酬
剛
椰
鰯
鰯
聟

87.2'

6561
71.8,

54.9宙

64.71

52.7"

49.01

,42%

4.3男

5.0%

0.8%

1.:%

759う

477瓢

50.41

39.01

33.0%

40.41



E薬剤の選択・使用二投与中薬剤の病態に応じた薬剤使用

」と『今後』に関する回答状況(医師の回答)

勝?0

今後「看護師の実施が可能Jという割合
`■

2)

「現在Jと「今後Jに関する回答状況 (看饉師の回答)

在
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
１
十
１
１
１
１
１
１
１‐」
“

甲

判

■

判

町

町

蛎

帖

魏

ル

幌

』

現
在
「看
護
師
が
実
施
し
て
い
る
」と
い
う
回
答
の
割
合
↑
↓

0

O

蝦

醜

出

解

剛

耐

筋

ル

叫

現
在
「看
饉
師
が
実
施
し
て
い
る
」と
い
う
回
答
の
割
合
■
↓

●1:【現在について,す べての口答のうち、C)「こ

|         のE特為は突饉されていないJを選択した回害を

ど

O?   

鸞 鷲 il貰 ま i∬ |
「看饉鰤の実施が可能:■順師―螢JOr■順師
の実施が可能:11定書饉師(傾称)Jのどちらかを

‐             選択した回答の31合 (た だし、:現在について】で
(Drこ の目行為は案籠されていないJを選択し回
害者は、今後については回答していない)

今後r看護師の実施が可能」という割合 (Ⅲ

'1

●
‘

番号 医療処置項目
目 饉 署饉饉

I●# 今 静 4・静
５

３

２

７

４

８

１

６

９

指示された期間内に薬がなくなつた場合の継続薬剤(全般)の継続使用
利尿剤の選択・使用
カテコラミンの選択。使用
降圧剤の選択・使用
基本的な輸液:高カロリー輸液
精尿病治療薬の選択・使用
K、 Ci、 Naの選択・使用
高脂血症用剤の選択・使用           ヽ

排尿障害治療薬の選択。使用
ヱ 申 1,触 Jn41向ハ 選 抑 。結 m

19.2"

12.4%

11.0●|

104■

9::"

85%
00■

6.21

61も

68.1,

35.41

20.41

32.01

422"
28.91

315%

309鴨

2ヽ0.01

30.0喘

33.酬

29.21

34.31

3:7%
32■%

2851
270%
2731

Ｊ

＝

Ｊ

Ｊ

瀾

＝

３

島

島

”

６３

４６

３８

４６

５３

４７

４。

“

４２

”



■薬剤の選択0使用一臨時薬

100X

90X

,CX,,も

「現在Jとr今後Jに関する回答状況(医師の回答)

60
じ   :協   ′餞   3嗜  1“   5o7.  晰   屁   "餞   9m・  1醜

今後「摯餞師の実施が可能」という割合 (*,,

「現在Jと「今後Jに目する回答状況(看饉師の回答)

θ
ｏ´

■
％
∝０

０

Ю
０

０
０

。

０

一
現
在
「看
護
師
が
実
施
し
て
い
る
」と
い
う
回
答
の
割
合
↑
↓

現
在
「看
饉
師
が
実
施
し
て
い
る
」と
い
う
回
答
の
割
合
↑
↓

叫

餞

鰯

駆

耐

動

ル

一

“

醜

誂

ｍ

協

姉

勧

醜

』

』

‐  ‐9亀
°

oゞ:
0 

。

0
0

1研   2じ   007●   407.  知%  畔   m、   IIP.  醜   1∞%

今後「看謳師の実施が可能Jという翻含 ("2)   .

●1:【現在について】すべての回答のうち。(D「こ
の睦行為は案縮されていないJを選択した回害を
除いた上で、r21『 看饉暉が実施しているJを選択
した回答の割合

Ⅲ21:今後にっいて】すべての回答のうち、(3)

「書饉飾め実施が可能:■饉師一般JO「■81師
の実施が可能 :11定■81饉〈傾称)」のどちらかを

お澱 憮難 五蹴嚇麗記薔
害者は、今後については国答していない)

０
‘

番号 医療処置項目
瞑 饉 ●20饉

"癬
合

“

頂 在 合 魯

‐００
‐５０
‐０３
‐６７
‐０２
‐６９
輌
‐７２
‐６‐
‐５０
‐５０
瞬

，７‐
願
‐６５
‐７０
‐６６
‐７５
・‐７３
一

朧靭I癬鰯ザ督f「
鮎選覇8選損:震露
睡眠剤の選択・使用
制吐剤の選択・使用
ネブライザTの開始、使用薬液の選択
止癖剤の選択・使用
整腸剤の選択・使用
胃薬 :胃粘膜保護剤の選択。使用
冒薬:制酸剤の選択・使用
抗不安薬の選択・使用
去痰剤 (1ヽ児)の選択。使用   .
抗けいれん藁 (4ヽ児)の選択。使用
抗精神病薬の選択・使用
インフルエンザ薬の選択・使用        ｀

基本的な輸腋:糖質輸液、電解賞輸液

鷲養菫壼臓2奮摯鮮 撃雹遥壼賓u亀身投号:局所穀1等 )

嘲
蜘
翻
割
嘲
翻
卿
榔
翻
榔
翻
Ｍ
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■薬剤の選択・使用―特殊な薬剤等
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『現在」と「今後」に関する回答状況(医師の回答)

,01. 3tl% 
“

磁  50 臨  誂  1餞  蟻  1嘔

今後「看護師の実施が可能Jという割合 (10‐

「現在Jと「今後」に関する回答状況(看饉師の回答)

今後「看護師の実施が可能」という割合 (ホ V)

●1:【現在につしヽて】すべての回答のうち、●『こ
の医行為は実施されていないJを選択した回答を
除いた上で、②r看饉師が実施しているJを選lR

した回書の樹合

●2:【 今後について】すべての回答のうち、
`動r書饉師の実施が可能:●順師一般ぶ61『 看饉師

の実施が可能11寺定書饉飾(傾称)Jのどちらかを
選択した回答の31合 (ただし、こ現在について1で

●「この饉行為は実施されていないJを選択し回
害者は、今後については回答していない)
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番号 医療処置項目
医 饉 薔 l■饉

通 在 合 静 l●な 今 糧

８２

７７

３３

８５

　

８４

　

７９

８６

７８

８０

７６

ｏｌ

硬膜外チュープからの麟痛剤の投与(投与量の餌整)

化学療法副作用出現時の症状緩和の凛剤選択:処置
自己血糖測定開始の決定
痛みの強さや日1作用症状に応じた非オビォイド・餞痛補助薬の選択と投1
量・用法lD整 :WHO方式がん疼痛治療法等
痛みの強さや副作用症状に応じたオピオイドの投与量・用法調整、燿定さ
たオピオイドローテーションの実施時期定:WHO方式がん疼痛治療法等
放射線治療による副作用出現時の外用薬の選択
がんの転移、漫濶に伴う告痛症状のための薬剤の選択と評価
抗癌剤等の皮下漏出時のステロイド薬の選択、局所注射の実施
副作用症状の確認による薬剤の中止、減量、変更の決定

島寝露鷹離 ‖ヒ【辮 静『
整脈剤の使用
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■その他

『現在」とr今後Jに関する回答状況(医師の回答)
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今後r壻饉師の実施が可能Jという割合 (*"

「現在Jと「今後Jに関する回答状況(看饉師の回答)

O

O

OCP

00、

Ⅲll【現在について】すべての回答のうち、ll_lrこ

の軍行為は実施されていないJを選択した回答を
除いた上で、てかr看饉鰤が実施してぃるJを選択
した回答の|1合

中2::今後:,ついて

'す

べての回答のうち、0
r看饉暉の実施が可籠:脅崚岬一般J161r● 饉鰤
の実施が可能:ll定書饉鰤(饉称)Jのどちらかを
選択した口害の|1合 (ただしtg現在について】で
0「この日行為は案施されていないJを選択し回
害者は、今後については口答していない)

0

9 。80°

今後「看腹師の実施が可能Jという割合 (■
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番号 医療処置項目
医 饉 ■80師

mぉ 壼 ネ 合 魯

‐９６
田
‐８７
‐９７
‐９９
‐９８
‐０９
２０２
‐９‐
‐９５
２０‐
１９。
２０。
１９２
２００
１９４
崚

睡  ∬助‐
他の介腹サービスの実施可:不可の判断(リ ハビリ、血圧・体温など)

リハビリテニション(疇下、呼吸、運動機能アップ等)の必要性の判断、依申
支持的精神療法の実施の決定             `
理学療法士。健康運動指導士への運動指導依頼
退院サマリ■(病院全体)の作成
認知・行動療法の実施・評価
整形外科領域の補助具の決定、注文
認知・行動療法の依頼

懲響3貿簾螢菖席Ь判断
在宅で終末期ケアを実施してきた患者の死亡確認
納 赳 .41b静 へ rn膝菫 曇
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4.他職種による実施について       '
(看護師が現在行つている業務の中で、他職種による実施が適当と考えられる業務について)

キこの設間は看護師(訪間看護ステーションを除く)を対象とした。

*【現在】については全対象看EI師が回答しているが、【今後】については、「他職種による実施が適当Jと回答した数のみの
回答である。

*【今後】の回答は、すべての回答者のうち、「他職種による実施が適当」と回答した割合である。

現在 今後

看護師のみが実施 他職種と分担して実施 他職程による実施が適聖

口答人敗
く人)

回答割合
回答人数

(人 )
回答割合

回答人数
(人 )

回答割合

1 注射薬のミキシング 1,292 23.4% 4.223 76.6% 4,008 72.7%

2 持参薬整理や内服薬の分包などの管理 1,635 29.6% 3,380 70.4男 4,358 79.0%

3 採血 21372 43.0% 3,143 57.0% 2,834 51.4%

4 配置薬 (救急カート内の薬品を含む)点検と補充 2,339 42.4% 3,176 57.6% 3,673 66.6%

5 険査やリハビリ等の送迎 1,248 22.6, 4,267 77.4% 3,805 69.0%

身体計測 3,530 64.00/ 1,985 36.0% 21842 51.5'

看護記録等の入力 5,039 91.47 476 8.69 497 9.0馴

カルテ等の書類整理 1,344 24.4% 4,171 75.67 41100 74.3貿

案内(病棟オリエンテーションや病院案内等) 2,593 47.0% 2・922 53:01 3,815 69.2%

説明(検査や処置に関する事前説明等) 3,160 57.3% 2,355 42.7% 2,244 40,7%

配膳・下繕 1,252 22.7% 4,263 77.3% 3,781 68.6%

●
‘




